
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

酢酸の摂取による抗肥満および生活習慣病の予防 
 

 
 シ ー ズ 概 要シ ー ズ 概 要

 
 肝臓は生体の脂肪合成・分解反応を担う中心的な臓器

です。空腹時、脂肪酸は肝臓ミトコンドリアにおいてβ-酸

化を受けて代謝中間体であるアセチル-CoA、その後ケト

ン体に変換され筋肉などの生体燃料として血中に放出さ

れます。 

 私たちはこれまで肝臓における脂肪の代謝について研

究を行ってきましたが、その過程で脂肪酸からはケトン体

以外に酢酸が生成されることを明らかにしました。さらに

酢酸の生理的な働きについて検討したところ、酢酸は肝

臓以外の脳を含めた組織において生体燃料として酸化分

解されることがわかりました（図 1）。 

 このように内因性の酢酸は生体において主に燃料として

作用しますが、外から摂取した酢酸はどのような働きをす

るのでしょうか。健常動物および肥満・2 型糖尿病を発症

する病態動物に一定量の酢酸を摂取させたところ、体脂

肪蓄積の抑制および体重減少が見られました（図 2）。 

 このような酢酸の抗肥満効果の分子メカニズムについて

調べてみると、酢酸には肝臓における脂肪合成を抑制す

る作用があり、その作用を介して体脂肪蓄積が抑制され

ることが明らかになりました。体脂肪の過剰な蓄積（肥満）

は 2 型糖尿病発症の危険因子です。酢酸による体脂肪蓄

積抑制効果は結果として 2 型糖尿病をも予防しうることが

明らかになりました。 

 シ ー ズ 解 説シ ー ズ 解 説
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 食生活と社会環境の変容により肥満並びに生活習慣病の人口が増

加しています。日本古来の伝統食品の中にそれらを予防する成分が存

在することがわかりました。これを新しい機能性食品開発に繋げること

ができれば、QOL(quality of life)の向上に貢献できると考えています。 

 増加し続けている生活習慣病の危険因子は肥満であるとされており、その予防には肥満を防止することが不可

欠です。醸造酢の主成分である酢酸には体脂肪の合成を抑制し脂肪の蓄積を抑制する効果が有ります。有効量

の酢酸を継続的に摂取すると生活習慣病を予防できると考えます。 

 【用語解説】 
 

アシル-CoA：脂肪酸が代謝されるときには、まずアシル

-CoA という活性型になる。脂肪酸のカルボキシル基と CoA

の SH がチオエステル結合したもの。 

β－酸化：脂肪酸のβ位が酸化され炭素鎖二つの単位で脂

肪酸の炭素鎖が切断される反応。生成物はアセチル-CoA ミ

トコンドリアにおける反応。 

アセチル-CoA：脂肪代謝、糖代謝の代謝中間体。脂肪酸は

β－酸化されるとアセチル-CoA 単位にまず分解される。糖

代謝においてはピルビン酸から生成する。代謝中間体である

アセチル-CoA はその後各種生成物となり代謝される。 

肝臓における空腹時の脂肪代謝 

脂肪酸からケトン体以外に酢酸が生成し、酢酸も 

ケトン体と同様に生体燃料として利用される。 
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 酢酸の摂取量は0.9-1.0体積％の酢酸水溶液を、1日当

たり 5ml/kg 動物に投与した場合に十分な体脂肪合成抑

制効果を確認することができました。このときの摂取量を

体重 50kg の人に換算すると、一日当たり酢酸として約

2.4-2.8g です。酢酸を含有させた食品として摂取する場

合、食品中の酢酸の含有率が低すぎると効果が低くなり

ます。 このため一定以上の濃度(0.5-1%)で酢酸を含有さ

せる必要があります。 

 

 摂取形態としては、 

①酢酸飲料としての製品化が一つの好ましい形態です。

また酢酸を一定以上の含有量で含む場合には、酸味が

強すぎて、経口摂取が困難になる場合が多いため、酢酸

の一部を酢酸塩とすれば、酸味を緩和させることができま

す。 

 

②医薬品あるいは健康食品（サプリメント）として使用する

場合には、錠剤又はカプセルの形態にすることもできま

す。カプセルにすれば、粉体のみならず、液状のものやス

ラリー状のものを収容することができます。錠剤にする場

合には、酢酸塩または酢酸を吸収した粉体とすることによ

り錠剤化を可能にすることが必要です。錠剤にする場合

には、酢酸塩または酢酸を吸収した粉体のみを原料とし

て打錠することもできますが、さらに賦形剤、結合材、滑

沢剤、着色剤、香料、遮光剤などを含有していてもよいと

考えます（図３）。 

 シ ー ズ 応 用 例シ ー ズ 応 用 例
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 【用語解説】 
 
２型糖尿病：糖尿病は血液中の血糖値が異常に高い状態が
続く疾患で、長期間高血糖を持続すると網膜症、神経障害、
腎症や動脈硬化などを発症する。糖尿病は４種類に分類さ
れているが、2 型糖尿病はインスリンの感受性低下とインスリ
ン分泌不足により発症する。我が国でもっとも多い型です。

酢酸を含有した機能性食品の応用例 

飲料・調味料・ドレッシング・錠剤・カプセル 

一定量の

酢酸摂取 余剰体脂肪

の蓄積抑制

図２ 脂肪摂取による余剰脂肪の蓄積抑制効果

酢酸摂取による余剰脂肪の蓄積抑制効果 
一定量の酢酸を摂取すると肝臓における脂肪合成が 

抑制され、体脂肪の蓄積が抑制される。 

機能性飲料 調味料ドレッシング
錠剤 カプセル

図３ 酢酸を含有した機能性食品の応用例


